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＜別紙様式２＞研究実績報告書 

 

令和５年度 みどりの食料システム戦略実現技術開発・実証事業のうち 

農林水産研究の推進（委託プロジェクト研究） 

「現場ニーズプロジェクト（果樹等の幼木期における安定生産技術の開発）」 

研究実績報告書 

 

Ⅰ．研究の進捗状況等 

Dickeya dadantiiの遺伝子発現解析では、排水の悪い土壌において、特に壊死誘導タ

ンパク質が増加することを確認した。急性枯死症状の発生園地では土壌物理性が不良な

ため、土壌改良や排水対策を行い、一定の被害軽減効果が認められている。凍害発生園

地の多くでは土壌物理性不良が確認され、気相率と透水性の改善対策を行うことによ

り、モモ、クリ、ナシにおいて凍害発生の抑制効果が確認されている。苗木生産では、

カンキツの１年生大苗およびポット育苗、リンゴの１年生フェザー苗、ブドウの接ぎ挿

し法および緑枝接ぎ法の技術確立に進展が見られ、現地実証ならびに経営評価が進んで

いる。 

 

１．急性枯死症状の発生要因の解明と対策技術の開発 

D. dadantiiの遺伝子発現解析では、排水不良土壌で壊死誘導タンパク質の増加を確認

した。土壌接種の菌量は数日では変化しなかったが、徐々に減少すると考えられた。ポ

ット樹の接種試験ではモモとナシは穂木で、リンゴは台木で品種間差異が示唆された。

人工汚染土壌及び発生園地土壌からの菌の検出では、開発した簡易抽出法が市販キット

の方法と同等の精度であった。急性枯死発症園での土壌対策技術では、新たに発生跡地

の消毒技術について検証した。またリンゴとモモでは排水対策により発病樹の3割以上削

減を確認しており、調査を継続する。加えてガイドブックの草案を作成した。 

 

２．凍害の発生要因の解明と対策技術の開発  

各樹種ともに凍害発生園地での土壌物理性不良（気相率、透水性）が確認され、土壌

改良により透水性等が改善し、モモとクリでは凍害による枯死率３割削減が確認され

た。モモとクリでは冬季の窒素施用が耐凍性を低下させ、凍害を助長することが示唆さ

れた。土壌改良により各樹種の生育改善効果が確認され、モモでは土壌改良による耐凍

性の向上が確認された。土壌改良による気相率及び透水性の向上は処理後３年目におい

ても確認しており、継続調査を行う。加えてマニュアルの草案を作成した。 

 

３．良質苗木の安定生産技術の開発 

カンキツは、１年生大苗では植調剤による新梢増加と定植３年目に収穫開始して早期

結実効果、ポット育苗では掘りあげ作業の省力効果が確認された。リンゴは、再養成台

木のけい酸加里施用による生育促進効果、フェザー苗木の合格率向上と適応品種の拡大

が確認された。ブドウは、接ぎ挿し法では被覆方法と適応品種拡大、緑枝接ぎ法は休眠

枝利用の有効性が確認された。それぞれの樹種において、良質苗木の生産効率の２割向

上が確認され、実用化に向けた労働評価と試算が進んだ。加えてマニュアルの草案を作

成した。 
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